
サイクルツーリズムの

案内看板シールの

～北海道のサイクルツーリズム推進に向けた

 

 

① コミュニケーションサイトの

モデルルートやルート沿いの施設等の情報を発信するコミュニケーションサイトを開設します。

情報を入手できるほか、皆様からのご意見をクチコミとして掲載できるユーザー参加型の情報

発信サイトです。 

開設日時：平成２９年７月１０日（月）１４：００

URL: http://cycle-hokkaido.jp
 

② モデルルート上に案内看板シールを設置

サイクリストが経路を分かりやすく理解できるよう、モデルルートが右左折で分岐する交差

点に案内看板シールを設置します。

のルートになります。 

 

■案内看板シールの設置箇所等についての担当課

ルート名 設置予定日等 

きた北海道 

ルート 

7/12(水) 

国道40号 中川町

7/12(水) 

国道40号 稚内市

阿寒・摩周・釧

路湿原ルート 

7/13(木) 

国道241号 弟子屈

トカプチ 

４００ 

7/12(水) 

帯広駅前 

 

 

 

北海道開発局及び北海道は、「北海道のサイクルツーリズム推進に向けた検討委員会（事務局：北海

道開発局・北海道）」での審議結果を踏まえ、

モデルルートの情報発信や皆様からのご意見を

道路標識等の支柱にルートの「案内看板シール」を設置（貼付）します

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局

         建設部 道路計画課

         建設部 道路計画課

        北海道 建設部

   道路課 道路計画グループ

道路課 道路計画グループ

               平成２

 

サイクルツーリズムの試行を行うモデルルート

シールの設置（貼付）を行います

北海道のサイクルツーリズム推進に向けた試行を開始

 

コミュニケーションサイトの開設 

モデルルートやルート沿いの施設等の情報を発信するコミュニケーションサイトを開設します。

情報を入手できるほか、皆様からのご意見をクチコミとして掲載できるユーザー参加型の情報

開設日時：平成２９年７月１０日（月）１４：００ 

hokkaido.jp（右のQRコードからアクセス可能） 

モデルルート上に案内看板シールを設置 

サイクリストが経路を分かりやすく理解できるよう、モデルルートが右左折で分岐する交差

点に案内看板シールを設置します。今回、案内看板シールを設置するのは、準備が整った以下

■案内看板シールの設置箇所等についての担当課 

担当課 

 

町 

北海道開発局  旭川開発建設部 道路計画課 

上川総合振興局 旭川建設管理部 用地管理室 維持管理課

 

稚内市 

北海道開発局  稚内開発建設部 道路計画課 

宗谷総合振興局 稚内建設管理部 用地管理室 維持管理課

 

弟子屈町 

北海道開発局  釧路開発建設部 道路計画課 

釧路総合振興局 釧路建設管理部 用地管理室 維持管理課

 

 

北海道開発局  帯広開発建設部 道路計画課 

十勝総合振興局 帯広建設管理部 用地管理室 維持管理課

北海道開発局及び北海道は、「北海道のサイクルツーリズム推進に向けた検討委員会（事務局：北海

道開発局・北海道）」での審議結果を踏まえ、モデルルートにおける試行を開始します。

皆様からのご意見を頂く「コミュニケーションサイト」を開設

道路標識等の支柱にルートの「案内看板シール」を設置（貼付）します。 

北海道開発局  電話（代表）011-709-2311

道路計画課 課長補佐  青木 秀一（内線

道路計画課 道路調査専門官 上村 達也（内線

建設部 土木局  電話（代表）011-234-41

道路計画グループ 主幹 今井 健 （内線

道路計画グループ 主査 佐竹 利人（内線

 

平成２９年７月１０日         

うモデルルート上に 

います。 

試行を開始～ 

モデルルートやルート沿いの施設等の情報を発信するコミュニケーションサイトを開設します。

情報を入手できるほか、皆様からのご意見をクチコミとして掲載できるユーザー参加型の情報

サイクリストが経路を分かりやすく理解できるよう、モデルルートが右左折で分岐する交差

今回、案内看板シールを設置するのは、準備が整った以下

連絡先 

0166-32-4285 

維持管理課 0166-46-4928 

0162-33-1146 

維持管理課 0162-33-3729 

0154-24-7268 

維持管理課 0154-23-9126 

0155-24-4106 

維持管理課 0155-27-8722 

北海道開発局及び北海道は、「北海道のサイクルツーリズム推進に向けた検討委員会（事務局：北海

します。 

「コミュニケーションサイト」を開設するほか、

2311 

秀一（内線 5365） 

（内線 5845） 

4111 

（内線 29-203） 

利人（内線 29-220） 



試行を行うモデルルート



①コミュニケーションサイトについて（１／２）

○コミュニケーションサイトは、試行するモデルルートのルートマップや高低差情報、トイレや休憩施設などの
スポット情報等を提供するとともに、サイクリストがルートの満足度などを評価し、走行環境や受入環境の改
善にフィードバック可能なコミュニケーションサイトです。 ※サイトの作成及び運営はシーニックバイウェイ支援センターが行っています。

トップページ ◆モデルルートの情報を分かりやすく提供

QRコードからもアクセス可能
HP: http://cycle-hokkaido.jp
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ルートの高低差を表示
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設をアイコンで
表示

アイコンをク
リックすると詳
細情報をポップ
アップ表示

ルートをクリックすると詳
細な地図が表示されます

ルート上の観光施設・休
憩施設を地図上にアイコ
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※「石狩川流域圏ルート」の情報については近日公開予定です



①コミュニケーションサイトについて（２／２）

◆ルートの評価やクチコミを投稿できます！ 投稿画面

ルートごとに、「満足度」
「道の走りやすさ」「道の分

ルート周辺
の気象情報
も見られます

スマートフォン
からも閲覧・投コメントを自由

ルートを星の数で５
段階評価できます

「道の走りやすさ」「道の分
かりやすさ」「景色・景観」
「食・休憩施設等」「ルート
の達成感」について、ユー
ザーが投稿した５段階評
価が見られます

からも閲覧・投
稿が可能です

コメントを自由
に投稿できます



②案内看板シールの設置について（１／２）

○モデルルートが右左折で分岐する交差点にある道路付属物（道路標識、道路照明、固定式視線誘導等）の
支柱にルート案内シールを貼り付けることで、進行方向を案内する。

【案内看板の設置イメージ】

③確認
（交差点の先） 【案内看板の設置高さ】

2 3

1

②分岐（交差点部）2

3

5～200m

5～200m

右折

150cm
既存の道路付属物支柱の、地上150cm程度の高さ（サイクリストの目線）に

「ルート案内シール」（①予告、②分岐、③確認）を貼り付け、適切にルートへ誘

導する。①予告、③確認は、交差点から概ね200ｍ以内に設置する。

23

１

①予告
（交差点手前）

1
5～200m

5～200m

※事例は①②③の位置に既存の
道路付属物が揃っている場合。
道路付属物が無い場合、看板等の
新設は原則行わない。

ルート名 分岐箇所

１．きた北海道ルート 81

２．石狩川流域圏ルート ※

３．阿寒・摩周・釧路湿原
ルート

25

４．トカプチ４００ 69

５．富良野・占冠ルート -

合計 175

左折

※次回の石狩川流域圏会議サイクリングコースマップ
検討WG（8月）を経て決定予定。



○ルート番号は、試行においては北から付番。
１．きた北海道ルート ２．石狩川流域圏ルート ３．阿寒・摩周・釧路湿原ルート
４．トカプチ４００ ５．富良野・占冠ルート

○ 案内看板の構成は、最小限必要な、進行方向・ピクトグラム・ルート番号とし、色彩は、矢羽根型路面表示と
同色を採用する。

進行方向

【案内看板の構成】

１．きた北海道ルート

②案内看板シールの設置について（２／２）

ピクトグラム※

ルート番号

※ロゴデザインが確定するまでの
暫定としてJIS規格のピクトグラム
を採用（JISZ8210）

120mm

3
4
0
m
m

２．石狩川流域圏ルート

３．阿寒・摩周・釧路
湿原ルート

４．トカプチ４００

５．富良野・占冠ルート


